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植生被覆や土地利用/土地被覆は、様々な空間スケールでの自然環境変動と人間社会活

動が反映された、その時その時の地表の状態である。したがって、地表の変化を時間的・

空間的にモニタリングすることは、社会-生態システムにおける脆弱性、回復性を把握する

上で重要となる。空中写真や人工衛星画像には、広域性・同時性があり、地表の状態をモ

ニタリングする上で強力なツールとして広く活用されている。しかしながら、地表の状態

を正しく理解するためには、それらを裏付けるための現地の状況や生業に関するデータが

必要不可欠である。 
そこで我々は、村人の生業活動を村落レベルから地域レベルに渡って時間的空間的に追

跡することを目的とし、現地調査から空中写真・衛星画像までの異なる空間スケールデー

タを時系列で収集している。ここでは、空間スケールは、1 カ村の各世帯が農耕を行う約

数キロ四方から、村落コミュニティを形成する 5-10km 四方、さらには村落コミュニティ

の集まりとなる地域数 10km 四方範囲までを設定し、村落レベルを共通の空間スケールと

して、現地調査および空中写真・衛星画像解析を開始した。また、時間スケールについて

は季節変化と経年変化を考慮し、1970 年代から 2000 年代までおよそ 10 年間隔で撮影され

た空中写真および衛星画像、ならびに 2001 年以降に撮影された雨期・乾期・収穫期の衛星

画像を入手している。 
現地調査の対象サイトは、南部州のシナゾングウェ地区に設置した 3 地区(5 ヵ村)で、

カリバ湖畔に近い低地から、丘陵地、標高 1000m 以上の高地までの異なる地形上に位置し

ている。現地調査では、2007/2008 年雨季と 2008 年乾季に耕作地として利用された土地の

境界を GPS で測定し、各々の耕作地について作物名、土壌、肥料、地形的特徴、土地の履

歴等々の聞き取りを行った。そして、現地調査結果に基づき、2007/2008 年の雨季・乾季

の作物別耕作地分布図を作成した。現地調査による耕作地分布図と衛星画像との重ね合わ

せた結果、位置精度は十分であることが確認できた。現地調査は、来年度も引き続いて実

施していく。 
空中写真は、ザンビア測量局が所有する 1970 年、1980 年、1991 年 3 時期の現地調査対

象サイトをカバーする範囲で合計 227 枚を購入した。空中写真の撮影縮尺は約 1:30,000 で

あった。これら空中写真を用いることで、数 m の解像度を持つ数値地形モデルおよび正射

画像の作成、さらには縮尺約 1:10,000 相当の地形図の作成が可能となる。 
2009 年度は、現地調査による雨季・乾季の作物別耕作地分布図、空中写真・衛星画像解

析による地形および耕作地分布図に、世帯調査や家畜、放牧地に関するデータを統合して

いきたいと考えている。 
 


	01_表紙
	       ISBN  978-4-902325-40-9
	Research Institute for Humanity and Nature


	02_中表紙FR08
	       ISBN  978-4-902325-40-9
	Research Institute for Humanity and Nature


	03-1目次(rev.1)
	03-2_目次（日本語）
	04_Preface
	05_Proposal（rev.1）_fig modifiedU
	a. Research Contents and Methodology
	b. Research Areas
	For the entire project
	For research themes
	Figure 1. Resilience of Social-Ecological System and Four Themes


	06_FR2プロジェクトメンバー（英語版）
	08_報告書FY08EN..(宮嵜)rev.1
	09_Progress_Report November08(rev.1)
	10_2008 Annual Report (Sakurai)(rev.1)
	11_081222 08FR2 T.Yamauchi_rev.1_
	12_KannoReport2(rev.1)
	13_島田（英語）..
	14_FR2Kodamaya2009Jan12(rev.1)
	15_０２０９_岡本（英..
	16_Ishimoto-ENG(rev.1)
	17_Annual_report_format_ENG_yoshimura_Fver(rev.1)
	18_Report2008_yamashita_ENG[1](rev.1)
	19_Keiichiro_Matsumura_IV-3 FY2008Report(revised)(rev.1)
	20_Ex Ante and Ex Post Shock Coping Strategies(rev1)
	21_Ranganathan(rev.1)
	22_Weather_Insurance_Paper_-_For_RIHN_FR2_Resilience_Annual_Report_2_-19.01.2009(rev.1)
	23-0_5th_Resilience_WS_program_EN
	23-1_6th_Resilience_WS_program_EN
	23-2_Seminar[1](rev.1)
	24_FR2 Research Plan（最終）
	26_はじめに
	27_FRプロポーサル(rev.1)_fig modifiedU
	28_FR2プロジェクトメンバー（日本語版）
	29_報告書FY08日本語要旨（真常）(rev.1)
	30_報告書FY08JP..(宮嵜)rev.1
	31_Mwale08J　..（ザンビア日本語）
	32_2008 Annual Report (Sakurai) 日本語要旨(rev.1)
	33_081224 和文要旨（山内）(rev.1)
	34_2008 Annual_report(Kanno)和文要旨（菅野）(rev.1)
	35_島田（日本語）
	36_2009janFR2児玉谷日本語(rev.1)
	37_０２０９岡本（日本..
	38_石本　日本語(rev.1)
	39_Annual_re..(rev.1)
	40_Report2008_yamashita_JPN[1](rev,1)
	41_IV-3_FY2008Report日本語要約(松村）(rev.1)
	42_ThamanaAbstJ08(rev.1)
	43_Planisami_Agriculture08abs（rev.1）
	44_Senthilnathan_Weather08abs(rev.1)
	45-0_第5回レジリアンス..
	45-1_第6回レジリアンス..
	45-2 第7回レジリアンス・プロ..
	46_セミナー(rev.1)
	47_FR2研究計画（日本語）
	48_裏表紙
	Tel: +81 (0)75 707 2100




